











私 は 、阪大 工学 部電 気 系 に入学 し、4年 次 の研 究室 配属 で 半導体 物性 の 研究 を行 ってい る研究 室 を選
ん だ。 この時 点 か ら低 温 セ ソター吹 田分室 の利 用 者 と なった。 卒業 後 その まま大 学院 に進 学 し、 修士 課
程 を修 了 した直後 、 吹 田分室 の助 手 に着任 した。
別 に 自己紹 介 が したい訳 で は ない。 自分 が 関 わ って きた低温 とい う世 界 は 、実 は低 温 セ ソ ター吹 田分
室 を中心 とす る非 常 に狭 い世 界で あ った と い う話 が した いの であ る。今 で は学外 に出 ると低 温の 専 門家
の よ うな扱 いを受 け る こ と もあ るが、 ほ と んど素 人で 判 らない ことだ らけ 、恥ず か しい思 いば か りして
い る。 しか しそ の代 わ りに、 自分 の い る世 界 が知 らぬ 間 に世間 か らか け離 れ、変 な常 識 が まか り通 る世
界 に変 貌 して い る こと に気 づ かせ て も くれ る。 自戒 も意味 を込 め て、 その一 例 と して紹 介す るこ とにす
る。
低 温 セ ソター の助手 に着 任 して1年 くらい過 ぎて か ら、 液体 ヘ リウムの取 り扱 いで非 常 に驚 いた こと
が あ る。 それ が標題 に した 「ヘ リウムの液 面 を測 るの は誰?」 で あ る。 東大 物性 研で の共 同研 究 を行 う
機 会 を得 て、半 年 に1回 程度 の割 合 で物 性研 にお邪魔 して い る。 試料 を作 製 して持 ち込 み、先 方 の先 生
の指導 の下 、学 生 らと一 緒 に数 日間 に わた って実 験 を す る もので ～現 在 で も続 け させ て頂 い てい る。 さ
て 、そ の驚 いた ことは この実 験 の最 中 に起 らた。 試料 の冷却 に使 って い る液体 ヘ リウム の残 りが少 な く
な って きた ので 、残量 を測 ろ うとい う ことに なった と きで あ る。
とこ ろで 、私 は出 身研 究室 の実 験装 置 を使 ってず っと実験 を行 って きてい た。装 置 は吹 田分室 の共 同
利用 実験 室 に置 いて あ る。 クライ オス タ ッ トに は液面 計 が付 いて いて デ ジ タル表 示 され る。 液体 ヘ リウ
ム容 器 の液面 は吹 田分 室 の技 官 が測 って くれ る。 液面 など 自分 で測 った こ となか った し、液 面 を測 るの
は素 人 には 出来 ない もの だ と思 って いた 。共 同利 用実 験 室 を使 ってい る他 の研究 室 の人 も、そ れ以 外 の
私 の知 って い る液体 ヘ リウムを利 用 して いた 人 も、液 面 を測 る際 には 吹 田分 室 の技 官 に頼 んで いた 。吹
田分 室 か ら離 れ た研究 室 の先 生 が、 わ ざわ ざ液 面 を測 って も らうため に、 陳 田分 室 まで ク ライオ ス タ ッ
トを運 んで きて い るの を見 かけ た こと もあ る。 どの大 学 で も こ うい うものな んだ ろ うと思 い込 んで いた。
それが 、物 性研 の学 生 が 目の前 で液 体 ヘ リウム容器 の液 面 を測 り始 めた ので あ る。細 い管 の先 に共 鳴
器 の付 いた普通 の液 面 計 で、低 温 セ ン ターの技 官 がや ってい た普通 のや り方 で測 って い るの で あ る。 正
直言 って 驚い た。 「誰 に で も出来 るこ となん だ」 と当 た り前 の ことに感 心 して しまった 。 と同時 に 、 自
分 が低 温 セ ソ ター助 手 で あ る とい う立場 を思 うとその 場 で呆然 と して しま った。
さて さて、 それ か ら半 年 くらい経 って、概 算 要求 の打 ち合わ せの ため 低温 セ ン ター豊 中分 室 にい た と
きの ことであ る。 「ベ ッセル に液 体 ヘ リウム がほ とん ど残 って な いんで す け ど…」 と学 生 さんが や って
来 た。 打 ち合 わせ を して いた先 生 が 「何 リッ トル残 っ とるんや?」 と聞 き返 す。 「たぶ ん20リ ッ トル く
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らい や と思 うんや け ど、 も しかす る と無 い か も知 れ な い…」 とあ やふ や な返 事 が返 って くる。 「自分 で
測 ったんや ろ。 『知 れ ない …』 とは ど うい うことや。 ど うや って測 ったん や!」 しば ら く話 が続 いて い
たが 、先生 が 「しゃ一 ない な あ。 オ レが測 る。 ついて 来 い」 と学 生 を連 れ て部屋 を出 てい った。 ここで
も驚 いて しまった。 「も しか して液体 ヘ リウム の液面 を測 れ ない のは 、吹 田分室 の利 用 者 に特有 の話 な
のか???」
学生 時代 も含 めて低 温 に関 わ って5年 くらい経 った 頃の話 で あ るが、 この時 まで液 体 ヘ リウム容器 の
液 量 を測 るのは低 温 セ ンターの技 官 に しか出来 ない仕事 と思 って いた。 正確 に液 量 を測 るた め には長 年
の勘 と経験 が必要 で 、 ペー ペーの 素人 が手 を 出 した と ころで太 刀打 ち なん か到底 で きない。 だ か ら吹 田
分室 で は技官 が液 面 を測 って くれ る業務 シス テム にな って い るのだ と。
吹 田分 室 の液体 ヘ リウム供 給 シ ステ ムは 、 あ る意 味 で非常 によ く考 え られ た シ ステ ムで あ る。利 用者
には作業量 的 に も、経 費 的 に も負担 が 非常 に少 な くて すむ シ ステ ムに な って い る。例 えば、液 体 ヘ リウ
ム容 器 は全 て吹 田分室 で購 入 してお り、利 用 者 は無 料 で使 えるユ)。液体 ヘ リウムが必 要 にな った ら吹 田
分室 に 申 し込 む。 す ると液 が充 填 され た容器 が 出て くる。 クライオ ス タ ッ トに液 を移 送 した ら、 す ぐに
容器 を返却 す る。 液体 ヘ リウムの使 用量 は容 器 を受 け取 った とき と返 却 した ときの差 の みで あ る。容器
の受取 り、 も しくは、 返却 の際 には吹 田分室 の技 官 が ヘ リウム液 面 を測 る。使 用量 を調 べ るため に必 ず
測 らなけ れば な らい… とい うことにな って い る。 利用 者 に してみ れば 測 って もら って 当然 な業務 システ
ム なので 自ら測 ろ うとは しな い。液体 ヘ リウムの使用 量 や残量 な どは吹 田分室 の技 官 か ら教 えて もら う
の が当然 の こと とな って い る。 そ の代 わ りに、吹 田分 室 の技官 が液 体 ヘ リウム容器 の液 面 を測 る回数 は、
豊 中分 室 や他 大学 に比 べ て数倍 以上 に達 して いる。
吹 田分室 の至 れ り尽 くせ り液体 ヘ リウム供 給 サー ビスは これだ けで は ない。 例 えば 、気化 した ヘ リウ
ム の回収 量計 算 で は、 液面 の差 か ら求 め られ る供 給量 の うち86.7%し か実 際 には 汲 み出 され て い ない と
見 な してい た2)。これ に よ って 生 じる損 失 ガ ス料 の誤 差分 は 吹 田分室 で 負担 して い た。 さら には、1日
以 上容 器 を借 りた ら1日 あた りの 自然 蒸発 量 を使 用量 か ら差 し引 いて 吹 田分室 が負担 す る3)などの 特別
優 遇 を行 って いた こと もあ るら しい。 と もか く利 用者 の負 担 が減 るよ うに努 力 して きた。
また 、 どの実験 装置 で は過 去 どんな失敗 が繰 り返 されたか とい う経験 の蓄 積 が、吹 田分室 の職員 に よっ
て行 われ てい る こ とも多い。 液体 ヘ リウム を申 し込 む 際 に技 官 とち ょっ と話 をす れば 、使 う実験 装 置 に
合 わ せて支 障 のな い十分 な量 の液 体 ヘ リウムを充填 した容器 が出て くる し、容器 か ら実 験装 置 へ の液体
ヘ リウム移 送 まで手 伝 って くれ 「この液体 ヘ リウム容器 は残 量 が少 な くな ったの で、次 の容 器 を持 って
きます」 と親 切 な こと この上 ない。 さ らには 「先輩 の○ ○ さんは ××の と ころで苦 労 して ま した よ」 な
ど と実験 の ア ドバ イス まで して くれ る。 自分 の実験 装 置が何 リッ トル の液 を必要 とす るの か なん て知 ら
ず に実験 が で き る し、容 器 内の液 体 ヘ リウムの量 なん て こ とは気 にす るこ と もな い。 ま してや 自分 で液
面 な んか測 る必要 性 は全 くない ので あ る。
この よ うな サー ビス形 態 は利 用 者 と吹 田分 室 との間 に強 い結 び つ きを生 み出 して きた。 ヘ リウムの液
面 を一例 に と る と… … 利 用 者 が液 面 を測 りたい と思 う。 しか し普 段測 って いな いので 出来 ない。→ 吹
田分 室 に頼 む と、す ぐ測 って も らえ、 そ の場 で結果 が わ か る。→ 利 用者 は喜 び、吹 田分 室 に感謝 す る。
さ らに吹 田分 室 の必要 性 を利用 者 が実 感す る。 → セ ン ター も利用 者 に喜 ば れ、 や りが い を感 じる。 さ ら
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な る利用 者 の利便 を図 る。非 常 に上 手 く回 ってい くシ ステ ムであ る。 吹 田分 室 の利 用者 と、利用 者 に接
す る吹 田分室 職員 が 、双 方 に とって幸 せ な時間 連鎖 を組 み 上 げて きた ので あ る。 助 手 に着任 した と きに
何 人 か の先生 か ら 「吹 田分室 に は世話 にな ってい る。彼 らが いな い と うちの実験 が困 って しま うよ。 こ'
れ か ら もよろ しく」 と言 われ た。 しか し、 しか し、 何 か腋 に落 ち ない。
液 体 ヘ リウム容 器 を吹 田分 室で 買 い続 け、利 用者 が買 った もの まで譲 って も らって いた。 そ のた め吹
田分 室 が容器 で溢 れ返 ってい る。技 官 が助 手 に身動 きが取 れ ない と苦情 を言 って くる。液 体 ヘ リウム利
用 者 の増 加 に伴 って 、液体 ヘ リウム容器 のや り繰 りが つ かな くな って くる。 技官 が助 手 に液体 ヘ リウム
容 器 が足 りない か ら買 って くれ と も言 って くる。共 同利 用実 験室 で 実験 を した学 生 らが装 置 や ら机 や ら
イ スや らを散 らか した まま帰 って い く。 実験 時 に液 体 ヘ リウム移 送 を手伝 った吹 田分 室 の技官 が後 片付
けを す る。 何 で こん な こと まで しな ければ な らな いの か と技 官 が助手 に愚痴 を こぼ して くる。 うちの実
験 装置 には い くら液 体 ヘ リウムが入 るんで した っ け?う ちの実験 装 置 って ど うや ってサ ソプル を取 り付
け て たん で した っけ?う ちの実験 装 置 の使 い方 覚 えて お られ ません か?次 々 と質 問 が押 し寄せ る。 技官
が助 手 にそん な こ とまで フ ォ ロー で きな い と泣 きつ いて くる。 こ こ数 年 、 こん な ことが吹 田分 室で 繰 り
返 され て きた。
そ の昔 、吹 田分室 に技 官 が3名 いた と きは、分 業体 制 を取 り、利 用者 の便宜 を図 る ことに十 分手 を回
す ことが で きた。 しか し現時 点 で は1名4)で あ る。 そ もそ も低温 セ ンタ「 は、学 内 に延滞 な く、 必要 か
つ十 分 な量 の寒 剤 を供給 す る こ とを最大 の責務 と してい る。 そ のた めに学 内 にお け る動 向を注視 し、そ
れ に基 づ き設 備 計画 を立 て、 予 算要 求 を行 い、設備 を整備 し、装置 を運 転 し、維 持 管理 し、 さ らな る設
備 の拡張 を図 る。 これ に よって 、学 内へ安 定 的 に、か つ、 安価 に寒 剤 を供給 す るこれ が根幹 の業務 であ
る。 しか し残 念 な こ とに吹 田分 室 で は この部分 に関 す る仕 事は きちん とや って きた とは 言 い難 い状 態 に
あ る。吹 田分 室 内の ヘ リウムガ スバ ックは破裂 した まま十 年以 上放 置 され 、配管 か らは ヘ リウムが洩 れ
続 け で い る。 受検 しなけ れば な らな い検 査 を忘 れ た もの まで あ る。 さ らに液 化装 置 が大型 機 へ更新 され
た もの ②周辺 設備 は追 従 しきれて お らず 、一部 に老 朽化 した機器 もあ り、早 く次 の 一手 を打 た なけれ ば
な らない 状態 に あ る… とい う ことを豊 中分 室の技 官 の指 摘 で知 った。 現状 設備 で どの程度 の供 給量 ・回
収 量 まで 耐 え られ るのか見 当 もつかず 、 まず何 に着 手す れ ばい いの か を判断 す る材料 も持 ちあわ せ てい
ない。 情 け ない話 で あ るが、 自分 らが使 ってい る設 備 ・装置 を熟 知 で きて お らず 、豊 中分 室 か ら教 えて
もらった り、業 者 に何度 も来 て も らわ な い と根幹 部 分 の業務 は進 まない の であ る。
挙 げ句 の果 て には予算 がな い。吹 田分 室 では利用 者 に代 わ ってヘ リウム容器 ・液 体 窒素 容器 を買 い 、
利用 者 の損 失 ヘ リウムガ ス代 金 を肩 代 わ り し、共 同利用 実験 室 の利 用者 に便宜 を図 り、… …。利用 者 サー
ビス とい うの名 の下 、設 備維 持 な どに使 わ れ るべ き費用 を いろ いろ な形 で利用 者 に融 通 して きた。 そ の
よ うな システ ムが完 成 され て しまって いて 、い ま さ ら多額 の設 備 の整 備 費用 な ど捻 出 で きない。 あ とは
「低 温 セ ソターの連 中 のや り方 が悪 い か ら、 さ らな る予 算 がぶ ん取 れ な いん だ!」 と浴 びせ掛 け られ る
罵声 にた だ耐 え るのみ で ある。
ともか く、吹 田分 室 が一丸 とな って本腰 を入れ て根 幹業 務 に立 ち返 り、中長 期的 な視 野 を持 って 設備
の維 持 管理 、 さ らに発展 に向 けての仕 事 を す るよ うに方 向転換 しよ うと して い る。 しか しなが ら、 双方
と も幸 せ な時間連 鎖 の 中 に長 くいた ため な のか反応 は尋常 で は ない。 「最 近吹 田分 室 は冷 た くな った」
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「何 で もか んで も自己責任 、受 益者 負 担 とは何 事 か!」 「吹 田分 室 は一体 ど こに向 か ってい るの か?」
「君 は得点 かせ ぎを して い るだ けだ」 「あな たのや ってい るこ とは納 得 で きな い」 …… 現状 を広 く知
ら しめ る努力 を怠 って ぎた ことは 深 く反省 しなけれ ば な らない と思 って い るが、 こ こまで言 われ る と正
直言 って悲 し くな って くる。学 内 で は人員 削減 の影響 がボ ディ ー ブ ロー の よ うに効 いて きて お り、弱小
部局 の低温 セ ソ ター にはそ の しわ寄 せ が ジ ワジ ワと押 し寄 せ て くる。 まだ まだ頭 を悩 ませ続 けな けれ ば
な らない 日々が続 きそ うで あ る。









2)液 体 ヘ リウムが100リ ッ トル入 って い る容 器 か ら残 量50リ ッ トル にな る まで液 体 ヘ リウム を汲 み 出
した とす る。容 器 内部 では50リ ッ トル分 の液体 ヘ リウムが気体 ヘ リウム に変 わ る ことに な る。温 度
4.2Kに お け る液体 ヘ リウムに対 す る気体 ヘ リウム の密度 比 は0.133で あ るか ら、液体 ヘ リウムの う
ち13.3%が 容器 内部 に気 体 と して残 り、86.7%の43リ ッ トル しか液体 と して外 部 に取 り出 せ ない…
とい う理 屈 だ そ うであ る。
3)液 体 ヘ リウムと して研 究 室 に持 って い って も、容器 か らの 自然蒸 発分 は液体 ヘ リウムと して 研究 に
使 用で きない ので 、利 用者 に負担 させ るのは お か しい … とい う理 屈 だ そ うで あ る。
4)原 稿 執筆 時 には1名 で あっ たが 、平成10年4月1日 付 で技 官 が も う1名 着任 し、現在 は2名 で あ る。
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